














 

 

バイリンガル日本語指導者育成講座を開催しました 
 

期間： 平成 28年５月 28日（土）～９月 10日（土） 

会場： 岡谷市イルフプラザ 

 

外国籍県民の皆さんを対象に、地域で日本語の指導者になるために必要な知識やノウハウを学ぶ

ことを目的としたバイリンガル日本語指導者育成講座を開催しました。 

 ご自身の経験をもとに、来日したばかりの外国出身者が日本で生活していくためにはどんな知識

や日本語表現を修得することが必要かを考え、バイリンガルでの指導方法や日本の制度・日本社会

の習慣やマナー、子育て等で必要な日本語表現等について学習しました。 

 開催にあたっては４５名の申込みがあり、その内、修了基準を満たした４１名の方に修了証を 

お渡ししました。 

 

 

５月２８日（土）  

 

【開講式】 

 時間： 13:00～13:20 

  講座の趣旨・内容説明 

  国際課長あいさつ 等 

 

 

【第１講】 

 時間： 13:20～14:30 

 内容： バイリンガル指導者の意義と必要性 

 講師： 松本市地域日本語教育システムコーディネーター    

佐藤佳子 氏 

受講者自身の体験を交えながら、日本における外国人を

とりまく環境、地域の日本語教室の現状について意見交換

を行い、バイリンガル指導者だからこそ気づけること・  

できることについて考えました。 

 

 

【第２講】 

 時間： 14:50～16:00 

 内容： 日本語の整理とブラッシュアップ 

 講師： 松本市地域日本語教育システムコーディネーター  

佐藤佳子 氏 

「食べたところ」と「食べたばかり」、「もっと」と「ず

っと」、「せっかく」と「わざわざ」等、日本語の類似表現

や日本語学習者の間違えやすいポイントについて学びま 

した。 

 



 

 

 

６月５日（日）  

 

【第３講】 

 時間： 13:00～14:20 

 内容： 暮らしの相談と相談のことば 

 講師： 松本市多文化共生プラザ相談員 八木航 氏 

読めない封筒や文書のことば、行政機関等での手続きの

ことばに加え、様々な相談窓口、相談の流れや相談のポイ

ントについて学びました。 

 

【第４講】 

 時間： 14:30～15:50 

 内容： 子どもたちの育ち、生活を支えるために 

～地域、学校（PTA）の基礎知識～ 

 講師： 松本市子ども日本語教育センター 

コーディネーター 栗林恭子 氏 

学校、PTA、地域（町内会等）の仕組みや役割について  

学び、子どもたちや自分たちのために、学校や地域ででき

ることについて考えました。 

 

 

６月２６日（日）  

 

【第５・６講】 

 時間： 13:00～15:50 

 内容： コミュニティのニーズ分析 

 講師： （一社）グローバル人財サポート浜松 

代表 堀永乃 氏 

 日本語教室の役割と機能、バイリンガル指導者に求められ

る役割、バイリンガル指導者だからこそできることについて

学ぶとともに、日本の社会において、日本語で何ができるよ

うになると今の自分よりもっと幸せな将来像を描くことがで

きるか、また、来日間もない外国出身者について知っておく

べきこと・配慮すべきことについて考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

７月９日（土）  

 

【第７・８講】 

 時間： 13:00～15:50 

 内容： 子どものことばを育てる 

 講師： 東京女子大学現代教養学部 教授 石井恵理子 氏 

子どものことばを育てるために必要な３つの視点、①言語及び認知力等の諸側面での発達、

②子どもの背景にある各言語の習得状況・バランス、③家庭・学校（保育所）・地域の言語環

境と言語使用の質・量について学んだ後、言葉の力や、子どもの学びを促しことばを育てる  

活動について考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２４日（日）  

 

【第９講】 

 時間： 13:00～14:20 

 内容： 日本の教育制度、学校の仕組み 

 講師： 飯田市立旭ヶ丘中学校 教諭 大橋春美 氏 

日本の教育制度と、学校でのルールや行事等の学校文化

について学んだ後、海外の教育制度や学校文化との違い

や、保護者に期待されていること等について考えました。 

 

 

【第１０講】 

 時間： 14:30～15:50 

 内容： 価値観の多様性 

 講師： 信州大学教育学部 教授 徳井厚子 氏 

日本で生活していく中で起こり得るコミュニケーション

摩擦の事例を挙げながら、各事例について外国出身者の  

気持ち、日本人の気持ち、自分自身の経験について考え、

意見交換を行いました。 

 

 

 



 

 

 

８月２１日（日）  

 

【第１１・１２講】 

 時間： 13:00～15:50 

 内容： 日本語コミュニケーション活動の設計 

 講師： （一社）グローバル人財サポート浜松 

代表 堀永乃 氏 

  自分の経験を活かして、日本語で何ができるようになる

と良いのかを考えた上で、活動の設計を行いました。その

際、自分が教えたいことではなく、ニーズを的確に把握し

て相手が必要とすることを教えることの重要性と、母国語

で伝えること・母国語で教えることの違いについても学び

ました。 

  また、これまでの内容

で分かったこと・まだよ

く分からないことにつ

いて意見を出し合い、バ

イリンガル指導者によ

る日本語教室のイメー

ジを整理しました。 

 

 

 

８月２８日（日）  

 

【第１３・１４講】 

 時間： 13:00～15:50 

 内容： 教案作成、発表準備 

 講師： 松本市地域日本語教育システム 

コーディネーター 佐藤佳子 氏 

昨年度のバイリンガル日本語指導者育成講座受講生に 

よる事例発表の後、これまでに設計した活動計画の確認・

共有・具体化を行いました。授業の組立てと教案作成に  

あたっては、地域の日本

人をどうやって巻き 

込むか、地域とどうやっ

て関わりをもっていく

かを重点的に考えま 

した。 

 

 

 



 

 

 

９月１０日（土）  

 

【第１５・１６講】 

 時間： 13:00～15:30 

 内容： 模擬演習、活動方針発表、講評 

 講師： 松本市地域日本語教育システムコーディネーター 

佐藤佳子 氏 

グループ毎に発表（模擬演習）を行い、講師から講評を受け

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修了式】 

 時間： 15:50～16:30 

  修了証授与 

  国際課長あいさつ 

  記念撮影 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成28年度　バイリンガル日本語指導者育成講座　実施状況

講座
No.

実施日 内容 講師 内容詳細
出席者

数
受講者からの主な感想

1
バイリンガル指導者の
意義と必要性

2
日本語の整理と
ブラッシュアップ

3
暮らしの相談と
相談のことば

八木航 氏
（松本市多文化共生
プラザ相談員）

・読めない封筒と文書の言葉
・暮らしの困難と社会資ｔ源
・手続きの流れと手続きの言葉
・相談の流れと相談ポイント

40名

・相談の流れと手続きの基本的な勉強ができた
・何かあったら相談ができる場所があることを知りました
・相談に行く時の事前準備が分かって良かった
・制度の名前、相談できる場所が分かった

4

子供たちの育ち、
生活を支えるために
～地域、学校（PTA）の
基礎知識～

栗林恭子 氏
（松本市子ども
日本語教育センター
コーディネーター）

・学校の日本語支援で見られるこどもの姿
・地域、特に町内会の仕組み、意義について
・学校、特にPTAの組織、仕事について紹介
・PTAにいかに参加していいくか、その意義について
・子どものため、自分のために　地域・学校でできることを考える

40名

・PTAの組織図を初めて分かりました
・PTAに参加することや、地域と関ることの大切さが分かった
・子どもを育てるのは親だけではない、周りの人と.顔見知りになることも必要だとわかりました
・町内会、PTAの仕組み活動内容について学ぶことが出来ました
・今まで大変、人間関係が面倒というイメージがあったが、人と人の繋がりで、
　絆が生まれることを知りました
・何事にも関わることは大変ですが、それは将来自分のためです
　まず一歩踏み出す勇気から取り組んで、いろんな事に参加しようと思います

5

6

7

8

9
日本の教育制度、
学校の仕組み

大橋春美 氏
（飯田市立
旭ヶ丘中学校教諭）

・日本の外国人登録者数の国別割合について
・日本の教育制度について
・県内の進学保障の現状について
・日本の学校文化

・日本人はあたりまえの事が、私にとっては、すごく難しく感じました
　来年子供が小学校に進学するので、学校の行事・規則がわかって良かった
・学校へ持って行ってはいけない物でカメラ、携帯、時計が分かって良かった
・日本の小・中学校の行事や服装を写真付きで紹介してもらえたので、
　分からない人にとっては大変勉強になりました

10 価値観の多様性
徳井厚子 氏
（信州大学
教育学部教授）

・日本で生活していく中で起こりうるコミニュケーション摩擦の事例を
　挙げながら、各事例について「当事者の気持ち」　「登場する日本人の
　気持ち」　「自分自身の経験」について考え、意見を共有

・文化の違いや相手の立場を考える事とコミニュケーションを取るこ事は難しい
　日本に来た時に、この講座を受けていれば良かったと思ったので、
　後輩に早めに教えてあげたいと思った
・同じ言葉でも使い方で反対の意味があることが分かり、
　これから日本語を教えるときに、とても大事なことと思いました
　今まではあまり考えることが無かったので、良かったです
・いろんな事例を出しながら、ことばの解釈・意味を説明してもらえたので、
　とても勉強になりました。

・これからどのように日本語を伝えたら良いか学びました
・介護保険のサービスを利用したいとき、要介護認定を受けるための
　手続きについての事を勉強できて良かった
・外国人として、何ができるかをたくさん学びました
　これから来る外国人に対して日本の文化など今まで知らなかった事を知ることが出来ました
・日本語教室の内容のイメージが出来ました
・先生と受講者が作り上げるような講座だったので、とても楽しかったです
・日本に来たばかりの外国人に教えることは大事なことと気づかされました
・外国人として、初めて自分の役目と価値観が見えてきました
・自分の地域にいる外国人との交流ができて、楽しい交流が出来ました

コミュニティの
ニーズ分析

6/5

佐藤佳子 氏
（松本市地域
日本語教育システム
コーディネーター）

・当地域における各国コミニュティーと日本語教室の現状
・日本における外国人をとりまく現状
・「私たちだから」気づける・できること～今必要なものは何か
・日本語学習者の間違えすいポイントについて（類似表現「もっと/ずっと」、
　「～たところ/たばかり」、「『食べられる』」の可能・受け身・尊敬」等）
・指導者側と受講者側双方の立場をイメージすることに重点を置く

38名

・日本語の勉強で文法や言葉の中で似ている意味なのに使い方が全然違うことが分かった
・今まで使ってきた日本語は、聞いて覚えていたが、何でこうなるのかが分からなかった
　今日の講座で少し分かるようになった
・日本語は難しいが、楽しい
・～ので、～の使い方、～ところ、～たばかりの使い方、尊敬語と謙虚語、自動詞と他動詞
  ～思います的方法が分かりました。

5/28

6/26
堀永乃 氏
（グローバル人財
サポート浜松代表）

・長野県の現状から外国人「も」活躍する社会の現実が必要である
・日本語教室の役割と機能について
・バイリンガル指導者に求められる役割と
　バイリンガル指導者だからできることについて
・日本語を使う会社において、日本語で何かできるようになると、
　現状の自分よりももっと幸せな自分を描けるようになるか、
　後輩同国出身者を対象に考えておく、知っておくべきことは
　何かについて、就学前と介護をテーマに考えた

37名

・子どもの発達には親の力、自信を持つことを学びました
・学習したりする言葉の力は、第1言語の間で共有される
　また子どもの共有深層能力が伸びるのは、十分な言語コニュケーションが必要だと学びました
・幼児期は家庭での教育がとても大事なこととあらためておもいました
　子どもとのやり取りを子どもにとって言葉の世界を知ってもらうことにつながることが分かった

石井恵理子 氏
（東京女子大学
現代教養学部教授）

・子どものことばを育てるために必要な3つの視点
・言葉の力とは
・第1言語と第2言語の関係
・学びを促し、ことばを育てる

41名

36名

7/9

7/24

子どものことばを
育てる



講座
No.

実施日 内容 講師 内容詳細
出席者

数
受講者からの主な感想

11

12

13

14

15

16

36名

佐藤佳子 氏
（松本市地域
日本語教育システム
コーディネーター）

・各グループで発表準備
・各グループの発表（模擬練習）
・発表
・講評

39名

・体験発表を経験してすごく勉強になりました
　この講座に参加できてうれしかったです、日本の文化も沢山わかりました
　皆さんと一緒に勉強してコミュニケーションもとることができました
・日本語はまだ不十分なので、もっと勉強が必要だと思いました　これから頑張ります
・模擬練習ができたのでなおすところが分かって良かったです
・他のグループ発表を聞いてとても参考になりました
　講座はこれで修了になってしまいますが、日本語教室の準備を頑張って進めたいと思います

・自分がやろうとしていた内容とニーズが合っていない事に気が付きました
　ロールプレイの内容を3つのレベルに分けて実施したことがとても役に立ちました
・受講生のニーズを把握する事、何を教えるか、どのようにして教えるか、
　よく考えることが大切なんだと学びました
・模造紙に日本語教室を開く内容を1つ書き出し、まとめることが出来ました
　自分で開いた時、まとめることができると思いました

佐藤佳子 氏
（松本市地域
日本語教育システム
コーディネーター）

・昨年度受講者による事例発表
　（安曇野市の中国グループ、松本市の中国グループ）
・前回までに設計した活動案全体の確認・共有・具体化、あれば見直し
・授業の組み立て・教案作成について
・地域の日本人をどうやって巻き込むか、地域と関りをもつかを重点的に
・発表準備（各グループで作業）

36名

・どのような教案を作るんか少し心配ですが、自分たちが初めて日本に
　来た時のことを思い出して一番困ったこと勉強したいことを生徒に教えたいです
　私も初めての経験なので、もう一度初心に戻って生徒と共に勉強したいです
・これから何を伝えることができるか、どんなことができるのか、を目標として、
　みんなと考えて、伝えていきたい
・先輩の経験を聞いたので、教案の内容とやり方が分かるようになりました

堀永乃 氏
（グローバル人財
サポート浜松代表）

・これまでの内容で「わかったこと」「まだよくわからないこと」を整理
・バイリンガル指導者による日本語教室をイメージをする中で、
　漠然としている不安感をなくす
・バイリンガル指導者による日本語教室の意義を再確認する
・「母国語で伝える」ことと「母国語で考える」ことの違いを確認
・自分が考えたいことではなく、ニーズを的確に把握して、相手が
　望むことが学べるようにすることの重要性を学ぶ
・自分の経験を活かして、「日本語で何ができるようになるといいのか」を
　考えて、コースデザインを修正

9/10
模擬演習、
活動方針発表、講評

日本語コミュニケーション
活動の設計

教案作成、発表準備

8/21

8/28





























































































































































































































































 

 

外国人コミュニティのための日本語教室を開催しました 
 

平成 26～28 年度の間にバイリンガル日本語指導者育成講座を受講した皆さんが、県内各地で  

外国人コミュニティのための日本語教室を開催しました。 

日本語教室は計 34回（77時間）開催され、延べ 301人の方が参加しました。 

参加者の皆さんは、日本の文化や制度・風習、日常生活で必要な日本語表現について、日本語と

母国語で学びました。 

 

 

 

日本の文化を学ぶ 

日本語を学ぶ 

災害に備える 

病院のかかり方、 

医療制度について学ぶ 



H28 外国人コミュニティのための日本語教室　実施結果　（H28受講者）

No. グループ名 会場 内容 講師 補助者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 言語 受講者数

1 多言語教室 2016/10/30 日 10:00-12:00 2.00 茅野市地域ｺﾐﾆｭﾃｨｾﾝﾀｰ ビジネスマナーについて 張　鴻 宋　靖 中国語 6

2 多言語教室 2016/11/13 日 10:00-12:00 2.00 茅野市地域ｺﾐﾆｭﾃｨｾﾝﾀｰ 日本語の基礎 張　鴻 宋　靖 中国語 5

3 多言語教室 2016/12/17 土 10:00-12:00 2.00 諏訪湖ハイツ 日本語の第一歩 菊池 ジョセリン － タガログ語 6

4 多言語教室 2017/1/14 土 10:00-12:00 2.00 イルフプラザ 料理教室 菊池 ジョセリン 田尾　セリナ タガログ語 5

5 バイリンガル日本語教室 2016/10/23 日 10:00-12:00 2.00 諏訪湖ハイツ101 防災について―地震の話 浜　歩乃華 － 中国語 15

6 バイリンガル日本語教室 2016/10/30 日 10:00-12:00 2.00 諏訪湖ハイツ102 レストランを楽しもう 白　雪艶 － 中国語 12

7 バイリンガル日本語教室 2016/11/6 日 10:30-12:30 2.00 諏訪湖ハイツ102 いろいろな電話のかけ方を覚えましょう！ 保科　美杉 － 中国語 12

8 バイリンガル日本語教室 2016/11/27 日 10:00-12:00 2.00 諏訪湖ハイツ201 くらしに役立つマナー 王　暁慧 － 中国語 5

9 バイリンガル日本語教室 2016/12/11 日 10:00-14:00 4.00 あいとぴあ調理実習室 冬のあったか日本料理を一緒に作りましょう 王、白、浜 － 中国語 18

10 Matsumoto Friendly Japanese 2016/11/6 日 13:30-15:30 2.00 Mウイング
ていねいな自己紹介とひらがなで
言葉を作ろう

川上 エバンジュリン 持山 シャロン フィリピン語 5

11 Matsumoto Friendly Japanese 2016/11/13 日 13:30-15:30 2.00 あがたの森
ていねいな自己紹介とひらがなで
言葉を作ろう

川上 エバンジュリン 持山 シャロン フィリピン語 5

12 Matsumoto Friendly Japanese 2016/11/27 日 13:30-17:00 3.50 Mウイング 日本語を学びながら料理をする 百瀬 ルビーアン ヤップ レイナ フィリピン語 12

13 Matsumoto Friendly Japanese 2017/1/22 日 13:30-15:30 2.00 Mウイング 着物の着付け 持山 シャロン － フィリピン語 6

14 Matsumoto Friendly Japanese 2017/1/29 日 13:30-15:30 2.00 Mウイング 日本のバレンタインデーとホワイトデー ヤップ レイナ 百瀬 ルビーアン フィリピン語 11

15 もみじぐみ 2016/10/8 土 14:00-16:00 2.00 箕輪産業会館 料理を楽しみながら日本語を学ぼう 古庄　美枝子 － ポルトガル語 8

16 もみじぐみ 2016/10/22 土 14:00-16:00 2.00 長野日伯学園 日本の学校生活をもっと知っていこう 新里 美樹 陰山 エルザ ポルトガル語 12

17 もみじぐみ 2016/11/5 土 14:00-16:00 2.00 長野日伯学園 歌いながら日本語を学ぼう ﾘﾏ ﾍﾞﾙﾅﾃﾞﾃ ｷﾞﾏﾗﾝｴｽ － ポルトガル語 12

18 もみじぐみ 2016/11/19 土 14:00-16:00 2.00 長野日伯学園 長野県の観光地 小松崎 君代 ソラヤ － ポルトガル語 14

19 もみじぐみ 2016/11/26 土 14:00-16:00 2.00 長野日伯学園
ブラジルのリズムで日本語を学ぼう
（カポエイラ）

リマ ウイルソン ロベルト － ポルトガル語 11

20 華笠美人 2016/10/5 水 18:00-20:00 2.00 TPR記念会館
笠踊りを教える
足のステップ実際使うフレーズ

劉　秀艶 王　娟 中国語 5

21 華笠美人 2016/10/11 火 18:00-20:00 2.00 TPR記念会館 笠の回し方実際に使うフレーズ 劉　秀艶 王　娟 中国語 5

22 華笠美人 2016/10/12 水 18:00-20:00 2.00 TPR記念会館
太鼓のリズムに合わせて
手と足の働きを一致させる

劉　秀艶 王　娟 中国語 8

23 華笠美人 2016/10/17 月 18:00-20:00 2.00 TPR記念会館 苦戦しそうな人に１対１でできるまで教える 劉　秀艶 王　娟 中国語 8

24 華笠美人 2016/10/19 水 18:00-20:00 2.00 TPR記念会館 リハーサル － － 中国語 14

25 BLOSSOMS 2016/11/19 土 14:00-16:00 2.00 伊那公民館 日常で使う日本語、仕事の現場で使う日本語 米澤 カルロス 友一 － ポルトガル語 6

26 BLOSSOMS 2016/11/26 土 13:00-16:00 3.00 伊那公民館 プラネタリウム見学 内藤　良子 － ポルトガル語 5

27 BLOSSOMS 2016/12/3 土 13:00-16:00 3.00 伊那公民館 介護制度について 宮原　奈々絵
内藤　良子、
山岸　奈々

ポルトガル語 10

28 飯田リンゴ日本語教室 2016/10/9 日 14:00-16:00 2.00 上郷公民館
病院での受付、問診票の書き方と
体の部位の名称

島田　真美 船橋 ユミ タチアネ ポルトガル語 9

29 飯田リンゴ日本語教室 2016/11/6 日 14:00-16:00 2.00 上郷公民館 仕事について
久保田 秀彦、
長沼 映子

脇田　ルリコ、
セイオ アマンダ

ポルトガル語 6

30 飯田リンゴ日本語教室 2016/11/20 日 14:00-16:00 2.00 上郷公民館 自然災害について、一般救命講習 －
セイオ アマンダ、
船橋 ルイザ フミエ

ポルトガル語 13

31 飯田リンゴ日本語教室 2016/12/18 日 13:00-16:00 3.00 上郷公民館 日本の料理をおぼえよう
脇田 ルリコ、
船橋 ルイザ フミエ

－ ポルトガル語 10

総時間数： 68.50 279

H28 外国人コミュニティのための日本語教室　実施結果　（H26受講者）

No. グループ名 会場 内容 講師 補助者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 言語 受講者数

1 ORANGE 2016/6/18 土 10:30-14:00 3.50 長野県消防学校 体験しながら防災の知識を学びましょう － 譜久里　一雄 ポルトガル語 7

2 － 2017/1/22 日 13:00-16:00 3.00
佐久市創錬ｾﾝﾀｰ
中央図書館

日常生活に必要なことを話そう会
図書館へ行ってみよう会

賀沢　マリア
箕輪　真理、本村　栄治、
春原　直美

ポルトガル語 8

総時間数： 6.50 15

H28 外国人コミュニティのための日本語教室　実施結果　（H27受講者）

No. グループ名 会場 内容 講師 補助者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 言語 受講者数

1 松本健康づくり日本語教室 2016/12/11 日 13:00-15:00 2.00 松本南公民館 太極拳 松本　暁鳳 － 中国語 7

総時間数： 2.00 7

日時

日時

日時



◆ H28外国人コミュニティのための日本語教室　アンケート集計結果（1/2）

実施回数：　　全34回（77時間）

参加者数：　　延べ301名

1　この教室は役に立ちましたか。

とても役に立った 146

まあまあ役に立った 15

あまり役に立たなかった 6

全然役に立たなかった 0

2　このプログラムを受けて、あなたの日本語は前より上手になったと思いますか。

上手になったと思う 117

まあまあ上手になったと思う 38

変わらない 6

上手になっていないと思う 3

3　このプログラムを受ける前よりも、日本での生活ができるようになったと思いますか。

できるようになったと思う 125

少しできるようになったと思う 30

変わらない 5

できるようになっていない 2

4　このプログラムの内容に満足していますか。

満足している 140

まあまあ満足している 22

あまり満足していない 0

満足していない 0

5　もっと日本語を勉強したいと思いますか。

思う 150

思わない 1

6　意見・感想等

・たくさん知らない単語を勉強することができた。

・単語の意味と使い方を理解し、自分の日本語の表現力を高めることができた。

・全部必要な新しい知識でとても役に立ちました。

・日本の料理を学びたいです。

・レストランでの注文のしかたが分かって良かった。

・119番に電話をしたことがない人が多いと思う。相手の対応も含め良い経験になった。

・子どもにも教えられるようになりたい。

・もっと時間が欲しかった。

・この講座がもっとあれば良い。

・講座を続けていけば、ブラジル人に活気がつく。

・また参加したい。

・新しい言葉を覚えることができた。話すこともできた。

・日本に23年住んでいるが、知らなかったことがあった。

・会話の勉強のグループが毎週できると良い。

・講座の内容がとても良かった。これからも継続していきたい。

・言葉をもっと覚えたら、将来生活が良くなる。

・面白かった。こんなにたくさん長野に観光地があることを知らなかった。

・参加する度に新しい言葉を覚えることができて良かった。もっとあれば良いのに。

・毎回講座がとても面白かった。とても役に立った。



◆ H28外国人コミュニティのための日本語教室　アンケート集計結果（2/2）

他に日本語教室で学びたい日本語表現や制度・習慣

健康・安全について 教育について

病院を利用する 　□　保育所/幼稚園について 43

　□　どこの病院に行けばよいか 61 　□　小学校/中学校について 50

　　　　周りの人に相談する 　□　高校について 52

　□　病院の受付で手続きをする 52 買い物について

　□　医師の診察を受ける 59 物やサービスを買う

　□　医師の説明を理解する 61 　□　お店/レストランを探す 47

薬を利用する 　□　買いたいもの/食べたいものを探す 41

　□　薬局に処方箋を持って行く 41 　□　商品の情報を理解する 46

　□　薬局で症状を説明する 52 　□　自分の希望を伝える 52

　□　薬剤師の説明を理解する 61 　□　支払いをする 35

健康のために気を付ける 　□　コンビニのサービスを利用する 34

　□　流行している病気について知る 73 　□　クリーニングやDVDレンタル、 36

　□　食べ物や飲み物の情報を理解する 43 　　　　理髪店・美容院等を利用する

事故にあわないように気を付ける/ 　□　郵便局・宅配便を利用する 47

事故にあったとき お金を管理する

　□　標識や注意書きの情報を理解する 64 　□　金融機関で口座を作る 46

　□　防犯対策をする 43 　□　金融機関やATMを利用する 40

　□　警察（110）や救急・消防（109）に 59 目的地への移動について

　　　　連絡をする 　□　目的地への行き方を調べる 61

　□　周りの人に助けを求める 46 公共交通機関を利用する

災害に備える/災害がおきたとき 　□　時間や金額を調べる 51

　□　地域の防災情報を確認する 62 　□　チケットを買う 45

　□　被害をできるだけ少なくする 34 　□　タクシーを利用する 41

　□　災害情報を確認する 45 歩いて移動する

　□　地震について理解する 52 　□　案内表示や地図を読む 47

　　　　（地震のときどうするか） 　□　近くの人に聞く 49

　□　台風や洪水について理解する 45 人との付き合いについて

　　　　（台風や洪水のときどうするか） 　□　あいさつをする 61

　□　救急・消防（109）に連絡をする 48 　□　自己紹介をする 50

住まいについて 地域コミュニティについて

住まいを確保する（賃貸） 住民としての手続きをする

　□　不動産業者に相談をする 59 　□　市役所/町村役場での手続きを知る 56

　□　賃貸契約をする 53 　□　ゴミ出しのルールを理解する 41

　□　引越しをする 44 　□　その他のルールを理解する 45

新しい生活をスタートする（転出・転入） 　□　自治会に参加する 43

　□　市役所/町村役場で手続きをする 51 　□　地域の行事に参加する 44

　□　電気・ガス・水道等の手続きをする 50 休日・レジャーについて

仕事について 　□　イベント情報やレジャー施設の 68

仕事を探す 　　　　情報を調べる

　□　仕事の探し方、ハローワークの使い方 60 情報の収集・発信について

　□　求人票の読み方 41 　□　インターネットを利用する 67

　□　履歴書の書き方 42 　□　電話・FAXを利用する 32

　□　面接を受ける 53 　□　テレビを見る/ラジオを聴く 53

働く

　□　日本のビジネスマナー 55

　□　労働条件・労災等に関する相談 58







































































































































































































































































































































































































 

 

日本語教育指導者のためのスキルアップ研修を開催しました 
 

期間： 平成 28年９月 17 日（土）～11 月 26 日（土） 

会場： 佐久市、岡谷市、安曇野市、長野市 

 

平成 26～28 年度バイリンガル日本語指導者育成講座を修了した方や、地域の日本語教室等で  

活躍中の日本語指導者の方を対象に、日本語教室を開催する際に必要となる知識やスキルを磨いて

いただくためのスキルアップ研修を開催しました。 

 

 

第１回：９月１７日（土）  

 

 時間： 13:00～16:30 

 会場： 岡谷市 

 内容： 外国につながる子どもたちの学習困難とその背景 

 講師： NPOアラッセ 代表 金城 アイコ 氏 

参加者： ７名 

講師が代表を務める NPO 団体が実施する、外国につながる 

子どもやその保護者に対する支援活動について学んだ後、日本

の学校に編入学する際に保護者としてどんなことを知って 

おくべきか・何を準備しておくべきかについて、文化の違いも

ふまえた上で意見を出し合いました。 

 

 

 

 

 

第２回：９月２４日（土）  

 

 時間： 13:30～16:30 

 会場： 長野市 

 内容： 日本で働くために知っておきたいこと 

 講師： 地域共生コミュニケーター 横谷 マリア 氏 

参加者： １５名 

ハローワークの相談員も務める講師が、窓口に多く寄せられ

る相談事項を紹介し、全員で問題の原因や解決方法について 

意見交換をしました。 

また、来日間もない頃に自分自身がどんなことで苦労した

か、ニューカマーの同国人にどんなことを日本語教室で教えて

あげればトラブルを減らすことができるかについて考えま 

した。 

 

 



 

 

第３回：１０月１５日（土）  

 

 時間： 13:00～16:30 

 会場： 岡谷市 

 内容： ロールプレイで日本語をブラッシュアップする 

 講師： NPO中信多文化共生ネットワーク 佐藤 佳子 氏 

参加者： ８名 

日本語の苦手な外国人が、言葉の問題により誤解を招いたり

トラブルになったりすることが多い日常の場面をロールプレ

イで再現しました。 

参加者は自分自身の経験もふまえた上で、どうしてトラブル

になったのか・どうしたら誤解のないコミュニケーションが 

とれるか等について意見を出し合いました。 

 

 

 

 

第４回：１０月２９日（土）  

 

 時間： 13:00～16:30 

 会場： 佐久市 

 内容： ロールプレイで日本語をブラッシュアップする 

 講師： NPO中信多文化共生ネットワーク 佐藤 佳子 氏 

参加者： １２名 

（内容については第３回と同様です） 

  

第５回：１１月５日（土）  

 

 時間： 13:30～16:30 

 会場： 長野市 

 内容： 雇用に伴う労働関連問題の基礎知識 

 講師： 地域共生コミュニケーター 横谷 マリア 氏 

     長野労働局 労働基準部 監督課 久間 誠司 氏 

参加者： １３名 

ハローワークの窓口に多く寄せられる相談事項を紹介し、 

全員で問題の原因や解決方法について意見交換をしました。 

また、労働局の久間氏から労働基準法についての講義を受け

ました。 

 

 

 



 

 

第６回：１１月１３日（日）  

 

 時間： 13:00～16:30 

 会場： 安曇野市 

 内容： 外国につながる子どもたちの学習困難とその背景 

 講師： NPOアラッセ 代表 金城 アイコ 氏 

参加者： ８名 

（内容については第１回と同様です） 

 

第７回：１１月２６日（土）  

 

 時間： 13:30～16:30 

 会場： 佐久市 

 内容： 外国籍住民の視点から防災の基礎知識を考える 

 講師： 地域共生コミュニケーター 横谷 マリア 氏 

     佐久市 総務部 危機管理課 篠原 健剛 氏 

参加者： ９名 

外国籍住民の立場で横谷氏から、緊急時の連絡先や知っておくべき日本語、災害に備えて 

家庭で準備しておくべき物（防災グッズ）について、また、佐久市の篠原氏から、市の防災   

体制について防災マップを使いながら説明いただきました。 

 

 

実践編：１１月２５日（金）  

 

 時間： 16:00～17:00 

 会場： 岡谷市 

 内容： 岡谷市多文化共生推進協議会 講演会 

平成 28 年度バイリンガル日本語指導者育成講座修了生３名

が、岡谷市多文化共生推進協議会の会合において、来日してか

ら生活する上で困ったことや、それを どのように克服したか

について、自分自身の体験を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成28年度 日本語教育指導者のためのスキルアップ研修　実施結果

No. 日時 会場 内容 講師 受講者数 受講者からの主な感想

1
2016/9/17（土）

13:00-16:30

岡谷市
イルフプラ
ザ

外国につながる子どもたちの
学習困難とその背景

金城　アイコ　氏
（NPOアラッセ代表）

7
・日本の学校の習慣、あいさつ、トイレ、自己紹
介のしかた、学校からのお便り等、皆に教えた
い。

2
2016/9/24（土）

13:30-16:30

長野市
生涯学習
センター

日本で働くために知っておきたいことを
分かち合いましょう
（ワークショップ、事例紹介、
グループ別ディスカッション・発表等）

横谷　マリア　氏
（地域共生ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）

15

・自分の国の人たちだけでなく、他の国の人たち
の困った話を聞くことができてとても良かった。
・今まで知らないことがたくさんあった。困ってい
る方がいるので、役に立ちたい。
・どこに相談できるのかがわかってよかった。

3
2016/10/15（土）

13:00-16:30

岡谷市
イルフプラ
ザ

ロールプレイで日本語をブラッシュアップする
（日本語の使い方をロールプレイで
体験し、考える）

佐藤　佳子　氏
（NPO中信多文化
共生ﾈｯﾄﾜｰｸ）

8

・新たに違う授業のやり方を学べてよかった。
・もうすぐ日本語教室を開くが、教え方が分から
なかったので、講義を聞いてアドバイスをいただ
けたのでほっとした。
・日本語教室に向けて準備する資料、材料を向
上することができた。

4
2016/10/29（土）

13:00-16:30

佐久市
市民創錬
センター

ロールプレイで日本語をブラッシュアップする
（日本語の使い方をロールプレイで
体験し、考える）

佐藤　佳子　氏
（NPO中信多文化
共生ﾈｯﾄﾜｰｸ）

12
・もっと日本語の文法を勉強したいです。
・先生の教え方がとても丁寧でした。

5
2016/11/5（土）

13:30-16:30

長野市
生涯学習
センター

雇用に伴う労働関連問題の基礎知識

横谷　マリア　氏
（地域共生ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）
久間　誠司　氏
（長野労働局
労働基準部監督課）

13

・日本に住み、日本で働き、知っておくべきこと及
び地域における役割を再認識できました。
・これから一層活躍できるように、日本の文化等
を研修できれば良いです。

6
2016/11/13（日）

13:00-16:30
安曇野市
穂高会館

外国につながる子どもたちの
学習困難とその背景

金城　アイコ　氏
（NPOアラッセ代表）

8
・（講師の地元で実施されている支援の話を聞い
て）通訳の講座を受けたいと思います。

7
2016/11/26（土）

13:30-16:30

佐久市
市民創錬
センター

外国籍住民の視点から
防災の基礎知識を考える

横谷　マリア　氏
（地域共生ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ）
篠原　健剛　氏
（佐久市危機管理課）

9

・災害時に必要なグッズを絵で説明してもらった
のがとても分かりやすかったです。
・これまでにこんな講座を受けたことがなかった
ので、とても役に立ちました。

8
2016/11/25（金）

16:00-17:00

岡谷市
ﾊｰﾄﾌﾙ
ｽﾃｰｼｮﾝ
ﾒﾓﾘｰ

岡谷多文化共生推進協議会　講演会での発表
（諏訪地域に在住して、困ったこと等をどのように
解決・対応してきたかを体験発表する。）

【発表者】
Ｈ28バイリンガル日本語指導者育成講座修了生　3名
白 雪艶（岡谷市、中国）、菊池 ジョセリン（下諏訪町、
フィリピン）、荒川 ルシアネ マユミ（諏訪市、ブラジル）
※ANPI同行



◆ H28日本語教育指導者のためのスキルアップ研修　アンケート集計結果

実施回数：　　全8回（24時間）

参加者数：　　延べ75名 ※実践編（11/25）を含む

1　この研修は役に立ちましたか。

とても役に立った 43

まあまあ役に立った 12

ふつう 1

あまり役に立たなかった 0

全然役に立たなかった 0

2　この研修に参加して、自分が日本語指導者として、また、地域と外国人コミュニティとの

　橋渡し役として成長したと思いますか。

とても成長した 31

まあまあ成長した 23

変わらない 1

あまり成長しなかった 1

全然成長しなかった 0

3　この研修を受ける前より、外国籍住民にとって日本語や日本の制度・習慣について

　学ぶ機会が必要だと思う気持ちが強くなったと思いますか。

強くなったと思う 35

少し強くなったと思う 18

変わらない 0

分からない 0

（日本語教育のボランティアをまだしたことがない場合）

4　この研修を受けて、外国籍住民のための日本語教育に関わってみたいと思いましたか。

関わってみたいと思う 16

できれば関わってみたいと思う 22

関わりたくない 0

分からない 4

5　意見・感想等

・日本の習慣、あいさつ、トイレ、自己紹介のしかた、学校のお便り等、皆に教えてあげたい。

・自分と同じ悩みもあったり、違う悩みもあったり、いろんな意見が出て参考になりました。

・今まで聞いたことのない話があってすごく良かった。

・自分の国の人たちの困っている問題だけでなく、他の国の人たちの困ったことのお話を聞く

　こともできたので、とても良かった。

・今まで知らないことがたくさんあった。いろいろ問題に困っている方がいるので、役に立ちたい。

・問題があった時に相談できるところがあることが分かって良かった。

・新たに違う授業のやり方を学べてとても助かった。

・もうすぐ日本語教室を開くが、教え方が分からなかった。講義を聞いていろいろアドバイスを

　いただけたのでほっとした。一生懸命頑張ります。

・日本語教室に向けて準備する資料、材料を向上することができた。

・機会があればもっと勉強したい。

・日本に住み、日本で働き、知っておくべきこと及び地域における役割を再認識できた。



































































































































































 

日本語教育推進のための検討会設置要綱 

 

（趣旨） 

第１条 日本語教育について更なるステップを目指すため、長野県がこれまでの３年間に

取り組んできた事業を検証するとともに、現状における課題の整理・論点等を明らかに

し、地域における日本語教育推進のための取組の方向性の検討を行う。 

 

（所掌事項） 

第２条 日本語教育推進のための検討会は、次の事項について検討する。 

 （１）県事業の検証及び課題・論点の整理 

 （２）地域における日本語教育を推進するための取組の検討 

 

（構成） 

第３条 日本語教育推進のための検討会は別表に掲げる委員８名で構成する。 

２ 委員会に委員長を置き、委員長は委員の中から互選する。 

３ 委員の任期は平成 29年 3月 20日までとする。 

 

（運営） 

第４条 日本語教育推進のための検討会は委員長が招集し、委員会の運営を主宰する。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求めることが

できる。 

 

（庶務） 

第５条 日本語教育推進のための検討会の事務は、長野県県民文化部国際課において行う。 

 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、日本語教育推進のための検討会の運営について必

要な事項は、委員長が別に定める。 

 

附則 この要綱は、平成 28年５月 11日から施行する。 





平成28年度 日本語教育推進のための検討会（主な発言内容）

日時・会場 会議事項、主な発言内容

【１】事業の検証・評価について
・講座を修了した受講生がどうなっているかを知ることが重要なポイント。元々キーパーソンとして活躍していた方ではなく、この講
座に参加して初めてキーパーソンになった人がどれくらいいるか、その後の活動状況はどうか。
・講座に参加するきっかけとして、H26・27は日本語を学習するためという方が多かった。今年度は地域で日本を教えたいという方が比
較的多い。（H26は日本語教室を開催するにあたっての事務局のサポートが足りなかった、受講生も自分たちで日本語教室を開催すると
いう認識が足りなかったように感じる。）
・受講生が次につながるよう、ある程度サポートが必要。（支援ではなく協働）文書の作成や会場手配等、裏方のサポートが日本人側
の役目では。
・文化庁委託事業のプログラムＢは、地域での体制作りを目的としている。
・外国人だけを切り取った活動ではなく、外国人を日本人の中にどうやって入れていくか、日本人を外国人の中にどうやって引き入れ
ていくかがポイント。

【２】今後の取組みについて
・教室の広報については、紙ベースのものは翻訳されていても見ないという声や発送費用・時間等の課題があり、口コミが一番効果的
と思われる。
・日本人も巻き込んでという観点から、外国人向けの講座を開催するのではなく、国際交流をしたい日本人や地域のママ友グループに
入るというのはどうか。
・日本語教室の重要性も分かるが、硬すぎるという声も多い。日本語を教えるが、雑談もありといったような、緩いサロンのような場
所づくりが必要ではないか。
・普段生活している小さな地域レベルでの活動が重要。広域で行ってもなかなか次に続かない。各地域をつなぐコーディネーター的役
割が必要ではないか。

第
2
回

10月14日（金）
14:00-16:30
岡谷市役所

【１】バイリンガル日本語指導者育成講座修了者アンケート結果（別添）について
・＜問４その他（２）＞「行政を交えての開催は面倒で効率が悪い」「シンプルなことに対する理解のなさ」行政側も改善が必要
・＜問６＞このように高い数字が出てくるとは予想していなかった。安曇野市では修了生に学校の支援員をお願いするケースもあった
ようなので、こういった斡旋の機会を増やしていきたい。（ANPI）

第
1
回

9月2日（金）
14:00-16:30
松本合同庁舎



【２】文化庁委託事業の取組み方向性（別添）について
＜日本語教室＞
・同じ母語の人だけの集まりにするのではなく、日本人も一緒になって教え合うことを目指したい。
・修了生が継続的に教室を開催してくれるかは疑問。上記【１】の行政側の改善がされないまま続けても、同じことになるのでは。
・事業を成立させるためには、教えてくれる人たちの意思の確認が必要（アンケートより深い聞き取りが必要）。意思のある人がたく
さんいるのではれば、サポートしていけばよい。本当に教室を開いてもらうためには近くでサポートできる人を置くことは必須。
・これまで受講生を見ていて、やらされている感/プレッシャーがあるように感じた。H26事業後、佐久では緩やかなサロン的な場所を
作った。日本語教育というと堅苦しく、既存の日本語教室と同じやり方では絶対に成立しない。
・これまでと同じやり方というなら、次年度の申請には疑問を感じる。
・改善点は色々あると思うが、受講者としてはありがたい事業だったと感じている。方向性はともかく、事業は残ってほしい。
・これまでは修了生にコミュニティのリーダーになってもらいたいという想いから日本語教室の開催を促してきた。一方、それが非常
なプレッシャーになっていたかと思う。
・授業形式の日本語教室ではなく、サロンを学びの場と捉え、それが地域にとって意味のあるものであればよい。参加者にメリットを
どう提供していくか、この視点を必ず入れて検討すること。

【３】県の取組み方向性（別添）について
＜カンファレンス＞
・他でもやっているような発表会や弁論大会にとどまらず、発表者である個人・団体に付加価値がつくような機会にしたい。
＜マッチングサイト＞
・既存のサイトと連携した、ユーザーが自由に投稿しあえるような、ユーザーにとって使いやすいサイトを考えている。
・LineやWeChat等との連携も重要。普通のHPでは見てもらえない。SNSからHPに誘導するような工夫が必要。
・地域共生コミュニケーターのようなボランティアの活用については岡谷市でも問題意識を持っている。
＜その他＞
・昨年度の外国籍児童生徒学習支援事業についての状況は？
　⇒　サンタプロジェクトの中で継続して実施している。３年間を目途に取組みを続けていく予定。
・医療通訳の養成をお願いしたい。医療通訳はすぐに養成できるものではない。早急に行政で検討を進めていただきたい。

【１】平成29年度文化庁「生活者としての外国人」取組概要について（次頁参照）
・交流が後ろに付いてくる事業内容は良い。ただし、学習はきっちり行った上で交流・ネットワーク化を。
・課題の「やらされている感」については、まず初めに先のことをしっかり見せて導くといった、雰囲気づくりが大切。
・地域の人に溶け込むような取組みができると良い。子育て支援の公民館講座にフィリピン出身の女性が参加していたが、日本人のグ
ループに溶け込むまでに時間がかかっていた。後押しまでしていけると良い。
・今後、進学ガイダンスは日本語学習会の中で、様々な地域で開催していく。
・間口を広げ、定住者を対象に取組みを進めるスタンスは正しい。

【２】外国籍人財活躍の方策について
・人財活躍は行政だけではどうにもならず、通訳のお金を出す・出さないのレベルではない。稼ぐ場所がないと自立にならない。
・経済的に自立できる状態になってはじめて多文化共生だと思う。
・マッチングサイトが通訳・翻訳だけでなく、稼ぐ場の紹介になる。
・外国籍人財を採用したいのであれば、雇用・賃金体系含め、企業側のマインドそのものを変えていく必要がある。

第
2
回

10月14日（金）
14:00-16:30
岡谷市役所

第
3
回

11月18日（金）
14:00-16:30
佐久合同庁舎





第１回日本語教育推進のための検討会 議事録 

日時 平成 28年９月２日（金）14:00～16:30 

会場 松本合同庁舎 603号会議室 

出席者 検討委員８名  

会議事項 １開会 

２あいさつ 

３会議事項 

・日本語教室推進のための検討について 

４閉会 

発言者 主な発言内容 

 

佐藤(友)委員 

 

 

 

 

 

佐藤(佳)委員 

 

 

 

 

 

白田委員 

 

 

 

 

小沼委員 

 

 

 

賀沢委員 

 

 

 

 

 

【事業の検証・評価について】 

講座を修了した受講生がどうなっているかを知ることが重要な点であり、それ

が評価の対象。それも、もともとキーパーソンとして活躍していた人ではなく、

この講座に始めて参加し、キーパーソンとなっていった人がどれくらいいるのか、

例えばその活動は３回くらいで終わってしまったのか、それとも今でも継続され

ているのか、その後を知ることが大事。 

 

講座に参加するきっかけとして、１年目、２年目は特に日本語を学習する場所

が欲しい、ということだった。県が期待するキーパーソンということでなく、あ

くまでも自分たちの学習機会として。授業を受けていく中で、日本語教室を開い

ていくという、講師側との意識のすり合わせがポイントだった。一方、今年度は

比較的地域で日本語を教えたいという立場の人が多い気がする。 

 

今年度の実施地域として、受講生を募集するにあたり、一定程度の日本語力が

必要であることから、岡谷市でやっていた日本語教室を卒業していった人を中心

に声かけした。岡谷市では日本語学びたい、日本語を教えたい、両方の立場の人

がいたかなと思う。 

 

26 年度当時は、今後日本語教室を開催するという観点での事務局側のサポート

が足りなかったように思う。また、日本語に自信がない人達は、教室開催まで至

らなかった。また、チラシを作ったものの、人が集まらなかったケースも多かっ

た。 

 

他の受講生も教室を開催するという認識がなかったのでは。最後になって、講

師から「皆さんはこれから講座を開くんですよ」と言われて、他の受講生も驚い

ていた。テーマもそれから決めて、教室を開いたが、参加者は多くはなかったよ

うに思 

う。教室の周知・広報について行政の力は借りず、自分達でチラシを作ってＰＲ



佐藤(友)委員 

 

 

 

笠原委員 

 

 

 

 

佐藤(佳)委員 

 

 

市川委員 

 

 

 

 

春原委員 

 

 

 

 

 

 

小沼委員 

 

 

 

 

佐藤(佳)委員 

 

山本課長 

 

佐藤(佳)委員 

 

 

 

 

した。 

 

教室の開催だけでもかなりのエネルギーを使うので、更に広報という全く別の

ことをするのは大変だと思う。（事業として）教室を開いてもらうということであ

れば、何かしらのサポートが必要だったのでは。 

 

講座を終えた方、受講生が次に繋がる取り組みはしているのか。ボランティア

の日本語教室の先生に引き合わせるとか。中国出身のコミュニティの場合は、コ

ミュニティの中だけでやろうとするとうまくいかないケースがあった。ためにな

るとかならないとか、そういったことではなく、人間関係の問題で。 

 

別の地域でやった時、キーパーソン的、権威のある人というか、例えば行政と

つながりを持っている人が開く教室は人が多く集まった。 

 

行政の立場だと、どうしても特定のグループだけをバックアップすることは難

しい。一方で、広報紙に無料の自由投稿欄があるのでそういった活用だとか、行

政との付き合い方、申請方法・添付書類とか、そういったことを学んでもらう。

支援する対象ではなく、協働という考え方。 

 

地元の自治体や元からある日本語教室に頼れとは案内しなかった。あくまで自

分たちでやるということを目指した。新聞等の広報は期待できないので、口コミ

がメイン。テーマが年金の時などは非常に人が集まった。広報も大事だが、テー

マが人がひきつけるのかもしれない。教室活動にかかる外国籍のアシスタント、

依頼書作りや会場の手配の手伝いとか、そういった裏方のことが日本人側の役目

なのかなと思う。 

 

26 年度のアンケートを見ると、活動したいという人はその内容をかなり細かく

書いていただいている。一方で、もともと活躍しているキーパーソンを除くと、

実際に実現したのは、かなり少ないと思う。活動するのはとても勇気がいること

で、何かしらのバックアップがないと難しいんだと感じた。 

 

県はプログラムＡ？Ｂ？ 

 

プログラムＢ。 

 

すると、教室の実施や回数が目的ではなく、地域での体制づくりをすることが

目的。外国人だけを切り取った活動ではなく、外国人を日本人の中にどう入れて

いくか、日本人を外国人の中に引き入れていくかがポイントだと思う。受講者の



 

山本課長 

 

 

賀沢委員 

 

 

 

 

白田委員 

 

 

 

佐藤(佳)委員 

 

 

 

 

 

春原委員 

 

 

 

 

笠原委員 

 

 

 

佐藤(友)委員 

 

 

 

 

 

 

山本課長 

 

笠原委員 

開く教室の中で、日本人の取り込みに関する「促し」の部分、例えば、年金の話

であれば、市の年金担当を講師に呼ぶとか。そういったコーディネートの部分が

大事。 

 

県としても日本語教室を開催してもらうことが最終のゴールではなく、これを

きっかけに県民の方の参加・意識の醸成を目標としてやっていきたい。 

 

年金の時は、実際に市の担当に来てもらった。一方で、ハローワークに行った

り、３つの図書館を回ったり、資料を作ったりとその準備等はすべて自分でやっ

たが本当に大変だった。 

 

【今後の取組について】 

岡谷市会場も来月で終わり。今後教室を開きたいという方々が来た場合、どう

やってその教室を周知していくかを懸念している。外国人は区に入っていない人

も多いなど、市の広報も使いにくい。新聞もとっていない人も多い。 

 

松本市のブラジルコミュニティの場合、紙ベースのものは翻訳されていても、

見ないというのがコミュニティの結論。郵送費・時間等を考慮し、これらを廃止

したところ。国籍により変わるかもしれないが。動機として、A さんに勧められ

たからというような口コミであることが多い。情報だけ得ても、一歩踏み出すと

いうのは難しいと思う。 

 

今後の事業の進め方として、早め早めな見通しは大事だと思う。この３年やっ

たことを踏まえ、外国籍県民に、日本人両者に伝わるような事業が良いと思う。

バイリンガル指導者育成講座を踏まえて、更なるステップアップを、というのが

気持ち。 

 

日本人を巻き込んでという点からすれば、外国人向けの講座ではなく、自分の

周りでは国際教育・交流をしたいという方が多い。子育て、受験、料理、とか。

例えば、ママトモコミュニティとかに自然な形で入るとか。 

 

松本市で多文化共生推進プランを作るにあたり、店や公民館の協力を得て、教

室ではない集まる場所づくりをお願いしている。毎週末を潰して何かするという

のではなく年に数回とか、サロン的な場を市で作っていけないか、と。日本語教

室の有難さはわかるが、硬すぎるといったような声も多い。日本語を教えるが、

雑談もありといったような、緩いサロンのような場所が必要だと思う一方、事業

化が難しいのも事実。 
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山本課長 

 

 

 

 

 

 

ママトモコミュニティで集まる時のテーマは。 

 

今月は料理教室。何かテーマがないと集まりにくいので、具体的なテーマを設

定している。 

 

公民館とタッグを組んでの事業だと、行政のサポートは受けやすい。広報とか

HPに乗せていく機会も増えていく。長野市は日中にお年寄り、夜間に若い方、様々

な年齢層の方が集まるので、そういった機会も活用できればよいと思う。小さい

地域の単位だが。 

 

生活者として普段生活している小さな地域が大事だと思う。県のような広域だ

となかなか次に続いていかない。地域ごと、それもかなり狭い地域であれば仕掛

け次第で展開が生まれる。そういった地域を繋げていく、コーディネーター的な

人が必要だと思う。文化庁もコーディネーターも育成しており、そこに予算措置

をしていくというスタンスだったと記憶している。いずれにしても、コーディネ

ーターについては、ANPIとして担っていくのか、それとも専門的な人を置くのか、

その辺の検討が必要になってくると思う。 

 

ご指摘のようなコーディネートはできていなかったと感じている。数年前には

県にもコーディネートできる職員がいたが、職員の場合は人事異動があることも

あり、今後そのような役割を、県が担うのか、ANPIが担うのか、そういった点も

含めて次回ご議論いただきたい。 

 

 

 

















第３回日本語教育推進のための検討会 議事録 

日時 平成 28年 11月 18日（金）14:00～16:30 

会場 佐久合同庁舎 501号会議室 

出席者 検討委員８名  

会議事項 １開会 

２あいさつ 

３会議事項 

（１）平成 29年度文化庁「生活者としての外国人」取組概要（案）について 

（２）平成 29年度国際課当初予算要求概要について 

（３）外国籍人財活躍の方策について 

（４）その他 

４閉会 

発言者 主な発言内容 

 

白田委員 

須田常務 

佐藤(友)委員 

 

 

須田常務 

 

 

 

佐藤(友)委員 

 

春原委員 

 

 

 

 

 

安曇野市 

 

 

佐藤(佳)委員 

 

 

佐藤(友)委員 

（１）「生活者としての外国人」取組概要（案）について 

進学ガイダンスは、日本語学習会の中で、ということでよろしいか。 

 そのとおり。 

これまでの４会場だけではなく、様々な地域で開催するということ。体制がな

い他の地域で開催していただくのは、その地域に住む人にとってはありがたい。

広報が大変だと思うが。 

意識の問題というか、協力していただく先生によっても、集まり方に差がある

ので工夫したい。また、長野会場は 69名と良く集まったが、長野市中心で近郊の

市町村からは参加が少なかったので、少しずつ場所を移動・点在してみても良い

かもしれない。 

文化庁にどう申請していくかが大切。資料のポイントはこれまでの議論を踏ま 

えたものなので、よいと思うが。 

全体で感想を。交流が後ろに付いてくる事業内容は良いと思う。ただし本来の

学習会はきっちりとやっていく、その上で交流・ネットワーク化を。次に、やら

されている感、これは問題であったとの話だったので、はじめにその先のことを

しっかり見せ、導く、そんな雰囲気づくりが大事。最後に高校進学ガイダンス。

これも緩やかなものであってもよいが、答えられるのは教育事務所の方しかいな

いので、その協働は忘れずに。 

資料内の消火器の使い方、自治体防災訓練への参加について。本市の場合は、

外国籍県民のための防災訓練は行っていない。募集も区単位。自治体によっては、

差があると思うが、募集の方法に工夫が必要。 

これは、日本人向けのものに、外国人が入っていくという趣旨だと思う。外国

人が身近にこんなにいるという日本人側への啓発の観点から必要になってくると

思う。 

各点での話が尽きないが、交流をどう外に見せるか、それが求められているの 
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佐藤(友)委員 

春原委員 

 

 

 

賀沢委員 

 

佐藤(友)委員 

 

 

須田常務 

賀沢委員 

 

佐藤(佳)委員 

 

佐藤(友)委員 

 

 

 

賀沢委員 

佐藤(佳)委員 

 

小沼委員 

 

 

 

佐藤(佳)委員 

 

佐藤(友)委員 

 

白田委員 

 

山本課長 

だと思う。交流という点では、松本市留学生応援ファミリーの会があるが、これ

は在住の方は対象外。文化庁の事業が結果として、在住の方のためになればよい

と思うが、ファミリーの会のように観光でもよいというわけにはいかない。あく

まで、日本語学習。 

形態としては、プログラムＢに合致すると思う。あとは、中身をどうするか。 

参加してもらって、それからどうするかということ。 

 同じく文化庁事業で、飯田市が公民館活動として申請しているが、これは活動

に参加するために必要な日本語能力を習得してほしいとの背景。駒ヶ根市では、

市の施設や史跡の見学といった事例もあった。市を知ってもらうということが重

要な点。少し前の話なので、今の文化庁の見解は分からないが、参考になれば。 

お茶会ならお茶の文化の説明を。料理教室なら料理の説明を。町歩きなら、山 

の説明とか。外国人は、山の名前すら良く分からず、私もいつも気になっていた。 

県で留学生に企業訪問を勧めることをやっていたが、ノルマは作文提出。とり

あえず間違えてもよいから日本語で感想文を書いてみるとか。参加者のハードル

は上がるが。理想はそれに対して添削することだと思うが、難しいと思う。 

いずれも貴重なご意見だと思う。参考にさせていただきたい。 

全く日本語が書けない生徒もいると思うが、ワンフレーズからでも、続けるこ

とが大事。 

 文化庁資料の、日本語能力評価ポートファリオを作成というものが使えると思 

う。これは学ぶ側が、記録していくもの。 

文化庁のツールを使うのは良いポイントになると思う。また、参加の機会が増

えることは外国人にとっては良いことでニーズがあると思う。ただ、行事・行事

だと運営側に負担がかかることを考えると頭が下がる思い。当初は、もっとだら

だらっと集まれる場所を考えていた。お店で話すとか。 

外での活動は天候の問題があり、いろいろ大変だった。 

 室内だと、福祉広場でのボイストレーニングとか、既存のグループに入ってい 

くことが大事。こちら側に配慮が必要だが。 

地域の人に溶け込むような取組ができればよいと思う。子育て支援の公民館講 

座を見ていたところ、フィリピン出身の女性が参加していたが、周囲の日本人の

中に溶け込むまでに時間がかかっていたように見えた。取組を通し、その後押し

ができればと思う。 

入り込んでいくうちに、日本人側からも、様々なオファー、例えば謝金がつく

活動などが出てくるようになると思う。 

 文化庁的にはそこが大事だと思う。いずれにしても方向としては非常に賛成だ 

が、ポイント①とポイント②の差、これをどう書いていくかが大変。 

当協会でも記載のような交流会は数多く行っているが、地域の中に溶け込んで 

いく、というような交流が出来ておらず、頭を悩ませているところ。 

①と②について、垣根を設けて別プログラムと見せるのか、それとも一つの事
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佐藤(佳)委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

業の中での①と②とする混在型なのか、どちらの方がよいか悩んでいる。ポイン

ト③と併せてご意見をいただきたい。 

 申請しやすいのは、後者（混在型）だと思う。文化庁にしても、地域の事情に

則していればよいのでは。 

混在型であっても、長野県のオリジナリティが出せればよいと思う。ポイント

③として、現状、既存の日本語教室のスタッフが集まっていない。ポイント①②

がきっかけで間口が広がれば、人も集まるかもしれない。地域の日本語教室が疲

弊していることは確実。 

松本市でも、教室の高齢化、ボランティア不足等により日本語教室が疲弊して

いる。今回の事業がそのサポートになればよいと思う。ニーズの一つとして、明

確に見えていることは、JLPT合格のための指導を学習者が求めており、それにボ

ランティア側が疲弊している。 

日本語講師の資格を持っているが、子育て世代だから活動できない、という人

も周りに多い。ママ会とかであれば、そういった人を引き込める。 

これから一緒に、小学校、中学校と、ある意味狭い地域の中で生きていくとい 

う点では、子供が幼いときから交流をさせる、小さな集まりを作らせることは大

事。ただし、人集めは本当に大変。当日のドタキャンとか。文化庁としても人数

の制約もあるので、その覚悟は必要。 

日本語講師は非常にまじめな方が多い。ニーズに応えるため JLPT 関連を教え

ようとするとか。ただ JLPT を取ろうとしている人は、将来自国へ帰る傾向にあ

り、彼らのための教室は生活者として、という文化庁の方向とは違うと思う。 

最近は、実習生を受け入れている会社の社員が、いつまでに日本語検定○級に

合格させたいと実習生を連れてくるケースがある 

ニーズの多様化というが、日本語教室、生活者の観点からどうなのかな、と思

う。 

生活者として、まずは会話できるレベルになることが大事。 

いずれにしても、各ポイントのとおり間口を広げ、定住者を対象にするスタン

スは、絶対に正しいと思う。 

 

（２）国際課当初予算要求概要について 

日本語教育の有識者でありながら、活動していない方は多い。一方、お金を払

ってでも、JLPTを取りたい人もいる。受益者負担でこれらがマッチングサイトで

解決できればよいと思う。周知が課題だが、このスキームの中に日本人個人がい

ないなと思った。 

クレア申請ゆえ、防災の観点の視点を加えたが、ご意見のあった点は事務局と

しても十分に承知・想定しているところ。 

 

（３）外国籍人財活躍の方策について 
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佐久は長寿の町ということで、途上国から医療関係の視察が増えている。市か

ら通訳の養成・人づくりを行うため、人の紹介依頼があり数名を紹介したところ。

最終的には通訳だけではなく、市内に住む外国人のバックアップになる人材にし

たいというのが、市の考え。 

通訳として養成した後はどうなるのか。 

常時雇用ではなく、リストに載って随時、ということ。当然無償ではない。 

人財活躍、これは行政だけではどうにもならず、通訳のお金を出す、出さない

とかのレベルではないと思う。稼ぐ場所がないと自立にならない。定住化・高齢

化が進み、旦那さんが死んだとき、奥さんが立ち行かなくなる。そういう意味で、

マッチングサイトが通訳、翻訳だけではなく稼ぐ場の紹介になる良いと思う。松

本からも優秀な人材が他地域へ引っ張られていった。優秀な外国人と優秀な日本

人が会社を作り、そこに留学生が就職する、という流れが理想か。 

私自身も佐久市役所で週一回の勤務。もっと仕事ができたらよいと思う。 

行政自身も賀沢さんに助けられているという立場。こういった優秀な人材の活

躍の場がもっと増えればよいと思う。経済的に自立できる状況になってはじめて、

多文化共生なんだと思う。いずれにしろ、何もなかった時代に比べれば、改善は

してきていると思うが。 

併せて、留学生に残っていただくためには、環境整備、例えば正社員化が不可

欠だと考えている。 

逆の事例だが、市内の福祉施設が中国に進出するため、地元（佐久市）の中国

人を雇おうとしていると話を聞いたことがある。日本で活躍するという話ではな

いが、そういった時代になっているのだと思う。 

エプソンからも、ダイレクトに留学生が欲しいと話をもらうことがある。日本

側の企業は親切で日本人同様の賃金体系を採用しているのだと思うが、それだと

彼らは３年くらいでやめてしまう。外国の人を採用したいなら、企業側のマイン

ドそのものを変えていく必要があると感じる。 

 

 





 平成 28年度『多文化共生推進月間』実施結果  
国際課  

○ 平成 27年３月策定『長野県多文化共生推進指針』に基づく取組み［２年目］ 

○ 以下のとおり、７月の月間中に、多文化共生の意識づくりに資する取組みを実施しました 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時： 7/24（日）10:00～11:50 

場所： 岡谷市 イルフプラザ 3階 カルチャーセンター 

参加者： 中国、ブラジル出身の外国籍県民等 55名 

【ﾄｰｸｾｯｼｮﾝ】多文化共生のいま・むかし、 

外国人から見た「ここが変だよ！？長野県」 

グローバル人財サポート浜松の堀永乃代表と、県内に住む海外出身者３名に 

よるトークセッションを行い、多文化共生の観点から、誰もが住みやすいまち 

づくりについて考えました。海外出身者が「良い街を作っていけるよう、自分 

たちにできることをしたい」と話すと、涙ぐむ参加者もいらっしゃいました。 

【特別企画】各国料理の試食会（12:00～14:00） 

県の国際交流員や多文化共生 

くらしのサポーターが、それぞれの 

母国（中国・ブラジル・イギリス） 

の料理を紹介しました。 

 

高校進学等を控える親子の不安解消の 

ため、（公財）長野県国際化協会等が母語  

通訳する進学ガイダンスを実施しました。 

○ 上田会場 7/23（土） 74名 

○ 飯田会場 7/24（日） 48名 

○ 松本会場 7/30（土） 33名 

※長野会場は 9月 25日に実施（69名） 

 

学生を対象とした多文化共生に関する講義や、

地域での外国籍住民との付き合い方について 

の人権研修会に参加しました。 

○ 長野県看護大学での講義 7/26（火）80名 

○ 長野市柳原地区人権研修会 7/2（土）30名 

講義等による意識づくり 

多文化共生推進シンポジウム 

外国籍生徒等進学ガイダンス2016 

↑看護大学での講義 

←人権研修会の様子 

 

様々な媒体を利用し、地域の多文化共生の意識づくり 

のための広報活動を実施しました。 

○ しあわせ信州県民ラジオ 6月 29日（水） 

○ 夏休み県庁見学イベント 7月 29日（金） 

○ 懸垂幕の掲示 6月 29日（水）から１か月間 

○ 県内 AEON（24店舗）を含む各地で 

ポスターを掲示 

↑上田会場の様子 

広報等 

↓懸垂幕 

ポスター → 

県庁見学イベントの様子 → 

約 300名が来場 


























